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主な記事

一般質問 ……………………………P2～ P9

委員会報告ほか …………………………P10

請願・陳情・特別委員会報告ほか ……P11

提出議案と結果・お知らせ ……………P12

平
成
21
年

議会に関するご意見・お問い合わせ
〒 680-8571　鳥取市尚徳町 116 番地　
TEL（0857）20-3343　FAX （0857）20-3049　E-mail : gikai@city.tottori.lg.jp

鷲峰山を背にゆれるすすきが秋の香りを運んでくれます。
（鳥取市　渡辺  順一 さん　提供）

表紙写真を募集しています。詳しくは P12 をご覧ください。

　９月定例会を、９月１日から９月 30
日までの 30 日間にわたって開催しまし
た。本定例会では、平成 21 年度一般会
計補正予算など 33 件が提案されまし
た。「新型インフルエンザ対策の強化」、
「ＪＲ鳥取駅バリアフリー化の促進」、
「ＣＡＴＶデータ放送による地域情報
化の促進」、「グリーン・ニューディー
ルの促進」、「緊急雇用創出事業を活用
した新たな雇用の創出」、「特産品のブ
ランド力の向上と農林業の振興」など
について審議を行い、全議案とも原案
のとおり可決・同意しました。
　また、決算審査特別委員会を９月１
日に設置し、平成 20 年度鳥取市歳入歳
出各会計など決算４件について総括質
疑、分科会での審議を経て９月 30 日に
認定しました。

鳥取市議会事務局



合
併
市
域
の
抜
本
的

振
興
対
策
に
つ
い
て

中
心
市
街
地
活
性
化
策
の

成
果
と
今
後
の

展
開
に
つ
い
て

　

９
月
定
例
会
で
は
、
30
人
の
議

員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
本
誌

で
は
、
各
議
員
の
質
問
の
中
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
１
項
目
に
つ
い
て
の
質

問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

　

議
事
録
の
全
文
は
、
11
月
下
旬

よ
り
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

閲
覧
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

9 月定例会
一般質問

まちづくり ………………… P2~P3
政 権 交 代 ………………… P3~P4
農　林　業 ………………… P4~P5
観　　　光 ………………… P5~P6
危 機 管 理 ………………… P6~P7
福　　　祉 ………………… P7~P8
行財政改革 ……………………… P8
人　　　権 ………………… P8~P9
教　　　育 ……………………… P9
環　　　境 ……………………… P9

上紙　光春
（清和会）

橋尾　泰博
（市民会議）

伝統行事として毎年行われている流しびな

コーポラティブ方式をＰＲするチラシ

ま

ち

づ

く

り

問　

合
併
し
て
5
年
が
経
過

し
た
が
支
所
を
は
じ
め
と
す
る

組
織
の
改
編
に
よ
り
地
域
住
民

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
低

下
、
我
が
ま
ち
我
が
村
と
い
う

自
尊
意
識
が
失
わ
れ
、
過
疎
と

疲
弊
が
進
ん
で
い
る
。
合
併
市

域
に
対
す
る
抜
本
的
な
振
興
対

問

た
な
住
宅
供
給
方
式
に
よ
る
モ

デ
ル
事
業
」
を
実
施
し
た
い
。

　

ま
た
、「
※

グ
ル
ー
プ
リ
ビ

ン
グ
住
宅
整
備
・
体
験
入
居
事

業
」
を
通
じ
て
、
中
心
市
街
地

の
住
居
整
備
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
公
園
の
整
備
等
も
含
め

た
中
心
市
街
地
の
総
合
的
な
取

り
組
み
を
進
め
た
い
。

歴
史
と
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

河根　裕二
（公明党）

問　

開
発
に
伴
う

調
査
の
場
合
で
あ

れ
ば
、
原
則
と
し

て
中
世
以
前
の
遺

構
が
対
象
と
さ
れ

て
い
る
が
、
史
跡

鳥
取
城
跡
の
調
査

対
象
と
な
る
埋
蔵

文
化
財
包
蔵
地
の

範
囲
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

答
（
教
育
長
）
お

問答

発掘作業が進められる史跡鳥取城跡

策
が
必
要
で
あ
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
育
成
支
援
事
業
補
助
金

や
、※
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
実
施
し
た
。
こ

れ
ら
に
よ
り
、
各
地
域
の
自
然

答

や
魅
力
あ
る
資
源
を
生
か
し
た

地
域
づ
く
り
を
展
開
し
て
き

た
。
今
後
も
、
愛
着
や
誇
り
が

持
て
る
村
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

お
む
ね
中
世
に
属
す
る
遺
跡
は

原
則
と
し
て
発
掘
調
査
の
対
象

と
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
開

発
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
の

取
り
扱
い
に
係
る
基
準
に
照
ら

し
、
地
域
の
歴
史
性
、
遺
跡
の

重
要
性
を
考
慮
し
て
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
。
直
接
鳥
取
城
と
関
連
す

る
施
設
の
あ
っ
た
範
囲
を
包
蔵

地
と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
今

後
は
藩
主
や
そ
の
分
家
、
あ
る

い
は
藩
の
役
所
な
ど
に
つ
い
て

の
取
り
扱
い
と
い
う
こ
と
も
検

討
す
る
。

問　

中
心
市
街
地
の
定
住
人
口

を
増
や
す
た
め
に
は
、
住
居
整

備
や
商
業
施
設
な
ど
の
面
的
整

備
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
た

め
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

問

答
（
市
長
）
土

地
購
入
費
が
い

ら
な
い
※

定
期

借
地
権
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
※

コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ

ブ
方
式
な
ど
を

利
用
し
た
「
新

答

グリーン・ツーリズム：都市生活者が自然豊かな農山漁村地域におい
て、地域の自然、文化、人々との交流などを楽しむ滞在型の余暇活動

定期借地権：地主が土地を賃貸し、その土地に借地人が住宅を建設す
る権利のこと。

コーポラティブハウス：自らの住宅を建築しようとする者が組合を結
成し、戸建て注文住宅と同様に設計段階から共同で好みの集合住宅を
建設するもので、自然とコミュニティが育まれ、自由な間取りや設備
が納得の価格で購入できる手法の一つ

グループリビング：比較的元気な高齢者が個室でプライバシーを保ち
ながら、食堂など一部空間を共有して暮らす方式。
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国
土
調
査
事
業
計
画
に

つ
い
て

魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と

づ
く
り
に
つ
い
て

街
な
か
実
証
事
業
の

中
止
に
つ
い
て

政
権
交
代
に
よ
る

地
方
行
政
に
つ
い
て

両川　洋々
（民主・民世会）

房安　　光
（こう風）

谷口　輝男
（清和会）

金谷　洋治
（清和会）

今年９月に実施された街なか実証事業

鳥取と関西圏を結ぶスーパーはくと

今後進捗が期待される地籍調査事業

政

権

交

代

問　

国
土
調
査
に
つ
い
て
、
全

国
の
進
捗
率
は
48
％
で
あ
る

が
、
本
市
の
国
土
調
査
の
進
捗

率
は
19
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
の
現
状
と
今
後
の
中
・
長

期
的
事
業
計
画
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
第
８
次
の
総
合
計

画
で
は
、
平
成
22
年
度
の
目
標

値
を
進
捗
率
21
％
と
定
め
て
い

問答

ス
ト
は
地
域
主
権
あ
る
い
は
基

礎
的
自
治
体
の
尊
重
と
、
地
域

基
礎
的
自
治
体
へ
の
財
源
、
権

限
を
移
行
す
る
と
い
う
流
れ

だ
。
暫
定
税
率
廃
止
・
予
算
編

成
方
法
の
変
更
な
ど
、
既
に
政

府
が
決
定
し
た
予
算
に
基
づ
き

市
議
会
の
議
決
を
経
て
実
施
を

考
え
て
い
る
諸
施
策
が
混
乱
し

な
い
よ
う
政
府
に
働
き
か
け
た

い
。
地
方
道
の
整
備
に
十
分
な

財
源
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
地

域
に
必
要
な
財
源
が
配
分
さ
れ

る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。

る
。
22
年
度
末
の
進
捗
21
％
に

対
し
て
、
今
年
度
と
来
年
度
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
ほ
ぼ
目
標

が
達
成
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
も
本
市

の
次
期
の
総
合
計
画
等
に
基
づ

き
計
画
的
に
着
実
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

て
い
た
街
な
か
実
証
事
業
（
交

通
実
験
）
が
中
止
に
追
い
込
ま

れ
た
原
因
は
何
か
。

答
（
市
長
）
一
方
通
行
化
以
外

の
案
も
含
め
て
検
討
を
進
め
る

と
と
も
に
、
実
行
委
員
会
は
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
る
。現
在
の
時
点
で
は
、

11
月
に
実
施
す
る
に
は
、
ど
の

よ
う
な
内
容
の
交
通
実
験
で

答問　

第
45
回
衆
議
院
総
選
挙
の

結
果
、
政
権
交
代
が
実
現
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
結
果

が
地
方
行
政
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

答（
市
長
）民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ

問答

問　

姫
路
―
鳥

取
間
に
快
速
列

車
が
運
行
さ
れ

れ
ば
、
双
方
間

で
の
雇
用
促
進

に
つ
な
が
る
と

思
う
が
ど
う

か
。

　

ま
た
ス
ー

パ
ー
は
く
と
が

用
瀬
駅
で
停
車

で
き
れ
ば
、
市

問

あ
っ
た
と
し
て
も
、
関
係
機
関

の
最
終
的
な
細
部
に
わ
た
る
合

意
、
法
令
上
の
手
続
な
ど
の
準

備
が
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
こ

と
を
判
断
し
、
実
行
委
員
会
で

延
期
と
い
う
御
判
断
を
い
た
だ

い
た
。
来
年
度
実
施
を
目
指
し

て
、
引
き
続
き
検
討
協
議
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

は
、
浜
村
駅
で
の
停
車
も
合
わ

せ
て
、
一
部
の
便
だ
け
で
も
実

現
で
き
る
よ
う
、
検
討
を
要
請

し
て
お
り
、
実
現
に
一
歩
で
も

近
づ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

民
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）
快
速
列
車
の
運
行

は
、
単
線
路
線
の
路
線
ダ
イ
ヤ

と
採
算
面
か
ら
可
能
か
ど
う
か

答が
問
題
に
な

る
。
市
内
の

職
場
に
通
え

る
体
制
づ
く

り
を
県
東
部

一
円
で
実
現

す
る
こ
と
が

第
一
と
考
え

る
。

　

ス
ー
パ
ー

は
く
と
の
用

瀬
駅
で
の
停

車
に
つ
い
て

問　

９
０
０
０
万
円
を
投
入
し

て
、
今
年
11
月
実
施
を
予
定
し

問
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市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

長坂　則翁
（民主・民世会）

問　

地
方
の
生
活
基
盤
の
立
て

直
し
が
日
本
全
体
の
活
力
を
生

み
出
す
原
動
力
と
な
る
。
政
権

交
代
に
伴
う
市
長
の
基
本
認
識

と
今
後
の
市
政
に
対
す
る
ス
タ

ン
ス
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
（
市
長
）
本
市
が
基
礎
的
自

治
体
と
し
て
原
点
に
戻
っ
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
人
を
大
切

に
す
る
ま
ち
を
新
し
い
改
革
の

問答

民主党のマニフェスト

地
方
分
権
と

事
務
事
業
に
つ
い
て

森田紘一郎
（市民会議）

問　

地
方
分
権
が
進
ま
な
い

中
、
自
前
の
事
務
事
業
を
連
発

し
て
は
ど
う
か
。

　

民
主
党
政
権
は
、地
方
主
義
・

地
方
主
権
を
重
視
す
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
関
係
議
員
の
い

な
い
中
、
国
の
情
報
を
ど
の
よ

う
に
取
得
し
て
い
く
の
か
尋
ね

る
。

答
（
市
長
）
新
し
く
で
き
る
政

権
の
も
と
で
制
度
や
予
算
な
ど

の
情
報
を
各
省
庁
や
政
府
の
い

ろ
ん
な
立
場
の
人
と
、
接
触
し

問答

道
路
整
備
に
つ
い
て下村　佳弘

（清和会）
政権交代で国民の注目を集める国会う

評
価
す
る
か
伺
う
。

答
（
市
長
）
山
陰
自
動
車
道
等

の
幹
線
道
路
を
は
じ
め
、
市
道

な
ど
道
路
整
備
の
遅
れ
へ
の
大

き
な
懸
念
を
抱
い
て
い
る
。
幹

線
道
路
整
備
の
ほ
か
、
老
朽
化

し
た
橋
の
架
け
替
え
を
含
め
、

ま
だ
ま
だ
道
路
整
備
が
必
要
で

あ
る
。
必
要
な
予
算
の
確
保
と

事
業
進
捗
を
図
る
た
め
、
最
大

限
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　

新
政
権
に
対
し
て
も
、
必
要

な
道
路
の
整
備
が
進
む
よ
う
強

く
訴
え
て
い
き
た
い
。

答

な
が
ら
情
報
収
集
し
た
り
、
国

か
ら
、
情
報
が
来
る
た
め
、
そ

う
い
う
も
の
に
応
じ
て
や
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
与
野
党
問

わ
ず
鳥
取
市
民
の
た
め
に
必
要

な
施
策
が
十
分
に
実
現
で
き
る

よ
う
に
働
き
か
け
を
し
、
日
ご

ろ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
深
め
て
い
き
た
い
。

理
念
と
し
、
第
８
次
総
合
計
画

や
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

目
指
す
内
容
を
着
実
に
実
現
し

た
い
。
鳥
取
市
の
課
題
や
状
況

を
新
し
い
政
府
に
お
い
て
も
十

分
理
解
を
い
た
だ
き
、
適
切
な

対
応
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

積
極
的
に
訴
え
、
必
要
な
施
策

が
で
き
る
よ
う
に
、
市
政
の
推

進
を
図
り
た
い
。

地域活性化への施策転換が求められる遊休農地

本
市
の
農
業
政
策
に

つ
い
て

福田　泰昌
（清和会）

農
　

林
　

業
問　

遊
休
農
地
か
ら

生
ま
れ
た
副
産
物
で

地
域
の
活
性
化
を
図

る
施
策
の
転
換
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
遊

休
農
地
対
策
を
地
域

の
魅
力
づ
く
り
に
発

展
さ
せ
る
前
向
き
か

つ
多
面
的
な
政
策
の

展
開
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

問

問　

新
政
権
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
は
、
高
速
道
路
の
無
料
化
や

※

ガ
ソ
リ
ン
税
等
の
暫
定
税
率

廃
止
な
ど
、
道
路
整
備
に
影
響

を
与
え
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い

る
。
道
路
整
備
が
遅
れ
て
い
る

中
、
こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
ど

問

ガソリン税等の暫定税率：道路整備事業費に使うために目的が限定されている財
源のこと。
　利益を受ける者が費用を負担する考え方により、自動車の所有者やその燃料を使
用した人が道路の建設・維持費用を負担すべきということで、道路に関係する税（揮
発油税・地方道路税（ガソリン税）、石油ガス税、自動車重量税、軽油引取税、自
動車取得税は特定の目的にのみ使用できる税金とされ、これらを「道路特定財源」
と呼んでいた。
　 道路特定財源となる税は、道路整備促進の観点から暫定的に本来の税率の概ね
２倍の税率とされ、これを「暫定税率」と呼んでいる。暫定税率は昭和 49 年に２
年間の措置として始まり、その後数次の延長を経て現在に至っている。
　平成 20 年３月 31 日に一端期限切れを迎えたが、同年５月１日より復活した。
平成 21 年度から道路特定財源はすべて一般財源化された。

答
（
市
長
）
鳥
取
市
は
合
併
後
、

米
や
果
樹
、
畜
産
等
の
生
産
も

相
当
額
に
上
が
っ
て
い
る
。
遊

休
農
地
対
策
は
地
域
の
活
性
化

を
核
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

と
結
び
合
わ
せ
て
農
業
委
員
会

で
の
取
り
組
み
等
含
め
、
地
元

企
業
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
い
な
ば
と
連

携
し
て
展
開
し
た
い
。

答
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し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
に

つ
い
て

森本　正行
（こう風）

観
　

　

　

光

問　

踊
り
子
連
の
増
加
に
よ

り
、
進
行
管
理
に
苦
労
と
工
夫

を
重
ね
て
い
る
一
斉
踊
り
に
つ

い
て
4
年
間
を
総
括
し
、
日
本

問

の
祭
に
す
る
た
め
の
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
改
革
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
間
、
参

加
連
や
観
客
数
が
増
え
、
大

き
な
成
果
も
上
げ
た
が
、
い
い

面
、
悪
い
面
が
あ
っ
た
こ
と
を

認
め
、
来
年
度
か
ら
の
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
祭
に
生
か
し
て
い
く
。

　

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
振
興

会
が
中
心
と
な
り
、
参
加
さ
れ

た
連
や
関
係
者
の
声
を
来
年
以

降
の
日
程
や
、
実
施
の
基
本
的

答

二
十
世
紀
梨
の
赤
星
病

に
つ
い
て

谷口　秀夫
（公明党）

赤星病対策が急がれる二十世紀梨

問　

鳥
取
市
の
ブ
ラ
ン
ド
農
産

物
で
あ
る
二
十
世
紀
梨
の
赤
星

病
に
つ
い
て
、
発
生
原
因
と
現

在
の
対
策
、
ま
た
今
後
の
抜
本

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
所
見

を
伺
う
。

答
（
市
長
）
赤
星
病
は
、
梨
の

果
樹
園
付
近
に
赤
星
病
を
媒
介

す
る
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
の
樹
木
が

植
栽
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
原
因

の
１
つ
で
あ
り
、
ビ
ャ
ク
シ
ン

類
の
樹
木
を
植
え
な
い
よ
う
、

Ｊ
Ａ
広
報
誌
、
支
所
だ
よ
り
、

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ネ
ッ
ト
な
ど
で

周
知
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

問答
　

遊
休
農
地
再
利
用
を
き
っ
か

け
に
、
特
産
品
づ
く
り
な
ど
を

視
野
に
入
れ
て
観
光
資
源
と
タ

イ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
き
た
い
。

組
み
に
加
え
、
抜
本
的
な
問
題

解
決
に
な
る
よ
う
、
条
例
化
も

含
め
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
検
討

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
啓
発

看
板
の
設
置
な
ど
具
体
的
な
ア

ク
シ
ョ
ン
も
起
こ
し
て
い
き
た

い
。ク

レ
ー
射
撃
場
の
今
後

の
存
続
、
運
営
の
あ
り

方
に
つ
い
て

有松　数紀
（清和会）

理
者
の
応
募
が
な
い
ま

ま
閉
場
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
休
場
中

の
猟
友
会
の
対
応
と
鳥

取
市
と
し
て
の
施
設
の

今
後
の
あ
り
方
を
ど
う

考
え
る
か
。

答
（
市
長
）
射
撃
技
能

の
維
持
・
向
上
の
観
点

か
ら
県
や
他
の
町
村
と

話
し
合
い
、
狩
猟
に
か

か
わ
る
方
の
研
修
施
設

答

問　

ク
レ
ー
射
撃
場
の
指
定
管

問

長期間閉場となっているクレー射撃場

と
し
て
射
撃
が
で
き
る
場
所
が

必
要
と
は
認
識
し
て
い
る
。
市

内
に
な
い
場
合
で
も
近
隣
に
十

分
な
施
設
が
あ
れ
ば
利
用
で
き

る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
の
具

体
的
な
対
応
は
、
広
域
的
な
視

野
で
県
を
は
じ
め
猟
友
会
の
関

係
者
と
相
談
す
る
中
で
考
え
て

い
き
た
い
。

中
山
間
地
域
の
活
性
化

と
地
産
地
消
の
推
進
に

つ
い
て

川瀬　滋子
（きずな）

多くの客でにぎわうきのこ祭り

問　

原
木
し
い
た
け
生
産
は
、

多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
す
中
山

間
地
域
の
取
り
組
み
だ
。
き
の

こ
祭
り
や
新
規
参
入
者
へ
の
種

ゴ
マ
等
へ
の
支
援
、
原
木
供
給

の
仕
組
み
づ
く
り
と
、
原
木
の

ナ
ラ
類
に
発
生
す
る
ナ
ラ
枯
病

問

対
策
を
伺
う
。

答
（
市
長
）
中
山
間
地

域
の
活
性
化
対
策
は
重

要
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
原
木
し
い
た
け
は

特
産
物
と
し
て
、
力
を

入
れ
育
て
た
い
。
き
の

こ
祭
り
は
き
の
こ
の
日

と
し
て
応
援
す
る
。
ま

た
新
規
参
入
者
の
意
見

交
換
の
場
を
設
け
支
援

答

策
を
検
討
す
る
。

原
木
供
給
の
仕
組

み
づ
く
り
で
は
作

業
道
は
現
行
事
業

を
活
用
し
て
欲
し

い
。
間
伐
・
ほ
だ

場
の
支
援
策
は
難

し
い
。
ま
た
ナ
ラ

枯
病
対
策
は
西
部

地
域
を
中
心
に
防

止
す
る
。
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危

機

管

理

防
災
計
画
に
つ
い
て

市
民
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

中村　晴通
（市民会議）

高見　則夫
（清和会）

地区ごとに設置されている防災行政無線

問　

社
会
的
弱
者
を
守
る
安
全

対
策
、
地
域
の
防
犯
体
制
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
た
、
凶
悪
犯
罪

の
未
然
防
止
の
た
め
、
防
犯
カ

メ
ラ
や
防
犯
施
設
の
整
備
な
ど

安
全
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答
（
市
長
）
安
全
・
安
心
の
確

保
が
市
民
生
活
の
上
で
極
め
て

重
要
で
あ
り
、
社
会
的
弱
者
等

の
救
済
の
た
め
、
消
費
者
相
談

を
含
め
た
総
合
的
な
相
談
拠
点

を
駅
南
庁
舎
に
開
設
し
た
。
今

後
も
、
警
察
や
防
犯
協
議
会
等

と
の
連
携
・
協
力
体
制
を
強
化

し
、
本
市
の
防
犯
対
策
の
推
進

を
図
り
た
い
。

　

ま
た
、
凶
悪
犯
罪
防
止
の
た

め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
等
に

問答

し
、
特
に
行
政
の
避

難
勧
告
や
避
難
指
示

の
出
し
方
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
情
報

収
集
と
そ
の
速
や
か

な
伝
達
は
生
死
が
左

右
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
が
、
本
市
の
対
応

は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）
災
害
時

の
緊
急
情
報
等
を
市

民
に
伝
達
す
る
手
段

答

れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
に

つ
い
て

武田えみ子
（公明党）

活性化が期待される市内の温泉街

鳥取の夏を彩るしゃんしゃん祭

問　

踊
り
子
連
の
渋
滞
が
祭
り

の
魅
力
を
損
な
う
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
い
る
。
渋
滞
解
消
に

つ
い
て
、
連
の
人
数
に
上
限
を

設
け
て
は
ど
う
か
見
解
を
尋
ね

る
。

問

観
光
振
興
に
つ
い
て上田　孝春

（民主・民世会）

問　

観
光
資
源
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　

ま
た
、
本
市
の
危
機
的
状
況

に
あ
る
温
泉
・
温
泉
地
の
再
生

活
性
化
に
向
け
て
専
門
的
検
討

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

問

な
こ
と
に
つ
い
て
年
内
を
め
ど

に
決
め
て
い
き
た
い
。

答
（
市
長
）
渋
滞
と
連
の
人
数

に
は
、
大
き
く
か
か
わ
り
が
あ

る
も
の
で
あ
り
、
平
成
17
年
ま

答

び
魅
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ

な
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
温

泉
の
活
用
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
。

答
（
市
長
）
観
光

資
源
の
活
用
に
つ

い
て
温
泉
地
と
旅

行
商
品
と
の
組
み

合
わ
せ
等
に
つ
い

て
積
極
的
な
支
援

を
し
て
い
く
べ
き

で
き
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

　

温
泉
に
つ
い
て

は
利
用
の
仕
方
に

よ
っ
て
大
き
な
観

光
資
源
と
し
て
再

答

で
は
連
の
上
限
人
数
を

70
人
程
度
と
し
て
い

た
。
連
の
構
成
や
進
行

管
理
に
つ
い
て
、
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
を
置
く
と

か
、
連
絡
の
徹
底
を
し

て
い
く
上
で
の
あ
る
程

度
の
ま
と
ま
り
の
数
な

ど
、
今
後
、
鳥
取
し
ゃ

ん
し
ゃ
ん
祭
振
興
会
の

中
で
時
間
を
か
け
な
が

ら
、
し
っ
か
り
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

全
国
各
地
で
災
害
が
発
生

問

と
し
て
防
災
行
政
無
線
や
市
広

報
車
、
消
防
団
等
に
よ
る
巡
回

広
報
、
市
街
地
の
公
民
館
等
に

配
備
し
た
※

Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
、
告
知
端
末
放
送
、
安
心

安
全
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ｍ
鳥
取
へ
の

緊
急
割
り
込
み
放
送
な
ど
防
災

に
関
す
る
情
報
伝
達
手
段
を
多

様
化
し
、
確
実
な
伝
達
が
行
わ

ＭＣＡ無線：複数の通信チャンネルを多数の利用者が共用するＭＣＡ方式（Multi　Channel　Access　System）を
採用し、電波の有効利用と利便性を実現した業務用移動通信システムで、すべての通信は、制御局を介して事業所（指
令局）と車両（移動局）や人（移動局）、又は移動局相互間で通信を行なうシステムのこと。
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「
子
ど
も
の
貧
困
」
に

つ
い
て

公
共
交
通
に
お
け
る

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
につい

て

伊藤　幾子
（共産党）

入江　順子
（こう風）

桑田　達也
（公明党）

福
　

　

　

祉

高齢者の重要な交通手段である路線バス

防
災
体
制
に
つ
い
て西田　正人

（清和会）

問　

公
共
交
通
は
高
齢
者
の
生

活
・
生
命
と
直
結
し
て
い
る
。

ま
た
、
多
く
の
高
齢
者
の
活
力

の
あ
る
生
き
生
き
と
し
た
暮
ら

し
を
送
る
原
動
力
と
な
る
。
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
の
公
共
交
通
施
策
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
高
齢
者
の
負
担
を

考
慮
し
、
市
内
バ
ス
路
線
の
中

で
往
復
１
，
０
０
０
円
を
超
え

る
高
額
の
運
賃
を
改
善
す
る
た

め
、
上
限
額
を
引
き
下
げ
る
検

討
と
努
力
を
し
た
い
。遠
隔
地
、

中
山
間
地
域
対
策
と
し
て
、
人

を
大
切
に
す
る
と
い
う
意
味
か

ら
も
重
要
で
あ
る
。
今
後
の
積

問答

極
的
な
検
討
を
行
い
た
い
。

問　

市
内
民
間
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
場
所
の
掌
握
状
況
と
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
の
情
報
提
供
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
設
置
普

及
の
推
進
の
た
め
、
関
係
団
体

と
市
と
で
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
普
及
推
進

協
議
会
」
を
創
設
し
て
は
ど
う

か
伺
う
。

答
（
市
長
）
民
間
施
設
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
導
入
状
況
は
、
現
在
60
台
を

把
握
し
て
い
る
。

　

民
間
設
置
へ
の
普
及
推
進

は
、
県
が
設
置
し
て
い
る
応
急

手
当
等
普
及
推
進
会
議
の
中
で

取
り
組
み
た
い
。

（
健
康
子
育
て
参
事
監
）
民
間

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
企
業
か
ら
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
届
け
の
協
力
を
求
め
て

い
く
。
設
置
場
所
の
情
報
に
つ

問答

問　
「
子
ど
も
の
貧
困
」
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
解
消
す
る
施
策
を
今
回

問 役
割
や
連
絡

網
の
確
認
を

事
前
に
確
認

し
、
有
事
に

即
応
で
き
る

よ
う
な
体
制

に
努
め
て
い

る
。

安全対策が必要な鳥取駅北口のタクシー乗り場

つ
い
て
は
、
管
理
者
、
設
置
者

等
と
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

問　

総
合
支
所
は
災
害
時
に
は

災
害
対
策
本
部
と
し
て
管
内
の

応
急
対
策
等
を
行
う
が
、
地
域

振
興
課
や
産
業
建
設
課
、
消
防

団
、
工
事
事
務
所
の
役
割
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

答
（
防
災
調
整
監
）
関
係
各
課

で
災
害
時
の
情
報
伝
達
系
統
の

連
携
体
制
の
確
認
等
を
行
っ
て

い
る
。
必
要
な
対
策
は
迅
速
・

的
確
に
行
え
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
に
努
め
、
常
に
最
新
の
情

報
を
共
有
す
る
た
め
に
、
関
係

機
関
と
の
連
携
確
保
を
す
る
よ

う
に
努
め
て
い
る
。
災
害
時
の

緊
急
支
援
隊
に
つ
い
て
も
、
隊

員
と
各
総
合
支
所
間
で
相
互
に

問答

の
次
世
代
育
成
行
動
計
画
の
後

期
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
が
必

要
だ
。
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い

て
市
長
の
認
識
を
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
子
ど
も
の
貧
困
は

家
庭
、
家
族
全
体
の
低
所
得
や

不
安
定
な
経
済
状
況
な
ど
が
原

因
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
保
護
者
の
経
済

的
な
支
援
と
い
う
面
で
小
児
特

別
医
療
費
助
成
や
就
学
援
助
制

度
な
ど
を
実
施
し
、
支
援
を
し

答

て
い
る
。

　

福
祉
の
充
実
や
人
を
大
切
に

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
だ
と
考

え
て
お
り
、
策
定
委
員
会
で
議

論
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た

い
。

ＡＥＤ（automated external defi brillator）自動体外式除細動器： 心室細動の際に機器が自動的に解析を行い、必要
に応じて電気的なショックを与え、心臓の働きを戻すことを試みる医療機器。とっとり市議会だより　No.1467



総
合
支
所
の
定
員
適
正

化
計
画
に
つ
い
て

改
良
住
宅
に
つ
い
て

外
国
人
市
民
の
人
権
尊

重
確
立
に
つ
い
て

岡田浩四郎
（清和会）

角谷　敏男
（共産党）

秋山　智博
（無所属）

問　

県
の
改
良
住
宅
に
つ
い

て
、
市
が
県
か
ら
募
集
・
管
理

を
公
募
、
選
考
、
決
定
な
ど
の

管
理
代
行
を
委
託
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
も
す
べ
て
公
募
に

し
て
い
く
よ
う
に
す
べ
き
だ

が
、
方
針
を
尋
ね
る
。

答
（
都
市
整
備
部
長
）
管
理
代

行
を
行
っ
て
い
る
県
営
住
宅
に

つ
い
て
、
本
年
６
月
に
県
よ
り

入
居
者
募
集
に
お
け
る
改
善
を

図
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
現
在

見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
同
様
の
取
り
扱

問答

人
　

　

　

権

業務内容に応じた人員配置が求められる総合支所

い
を
し
て
い
る
市
営
住
宅
、
改

良
住
宅
を
含
め
平
成
21
年
度
中

に
入
居
者
募
集
の
方
法
に
つ
い

て
一
般
公
募
に
改
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

置
す
る
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

と
そ
こ
で
働
く
職
員
の
働
き
や

問　

総
合
支
所
の
職

務
と
そ
の
職
員
配
置

に
つ
い
て
定
員
適
正

化
計
画
が
こ
の
ま
ま

実
行
さ
れ
て
い
け

ば
、
総
合
支
所
機
能

が
不
全
を
起
こ
す
の

で
は
な
い
か
懸
念
さ

れ
る
が
今
後
の
方
針

を
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
定
員
適

正
化
計
画
は
平
成
23

問答

問　

外
国
人
市
民
に
対
す
る
人

権
差
別
撤
廃
と
人
権
保
障
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

外
国
人
市
民
が
持
つ
生
活
課

題
の
解
決
や
地
方
参
政
権
の
付

与
に
つ
い
て
、ま
た
在
日
韓
国
・

朝
鮮
人
の
方
へ
の
歴
史
認
識
に

つ
い
て
伺
う
。

問

年
度
か
ら
の
計
画
を
、
22
年
度

に
つ
く
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

そ
の
時
点
で
今
後
の
業
務
の
推

移
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
確

保
す
る
か
を
考
え
る
。
全
体
と

し
て
の
定
員
削
減
は
全
庁
的
な

視
野
で
検
討
し
、
総
合
支
所
の

定
員
の
あ
り
方
は
、
業
務
の
内

容
に
応
じ
た
必
要
な
定
員
を
配

す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
を
考
え
た
い
。

第
5
次
行
財
政
改
革

大
綱
に
つ
い
て

児島　　良
（市民会議）

行

財

政

改

革

答
（
副
市
長
）
こ
の
た
び
の

第
５
次
行
財
政
改
革
大
綱
案
で

は
、
改
革
の
目
的
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、
市
民
等
と
の
協

働
の
推
進
、
持
続
可
能
で
安
定

し
た
財
政
基
盤
の
確
立
、
効
率

的
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
と
高
度
な

執
行
体
制
の
確
立
、
こ
の
３
つ

の
柱
を
掲
げ
て
い
る
。
地
方
分

権
に
つ
い
て
は
、
市
民
等
と
の

協
働
の
推
進
の
中
で
地
域
力
向

上
に
合
わ
せ
進
め
る
都
市
経
営

の
推
進
と
い
っ
た
施
策
で
触
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

答

第５次鳥取市行財政改革大綱

問　

衆
議
院
選
挙
で
ほ
と
ん
ど

の
政
党
は
地
方
分
権
推
進
を
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
上
げ
て
い
る
。

第
５
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
お

い
て
地
方
分
権
が
ほ
と
ん
ど
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
が
そ
の
理
由

を
尋
ね
る
。

問

鳥取市役所本庁舎総合案内に設置されている
ＡＥＤ

い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
設
置

場
所
を
閲
覧
で
き

る
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ

プ
」
の
作
成
を
検

討
し
た
い
。
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可
燃
物
処
理
施
設

建
設
問
題
に
つ
い
て

村口　英子
（共産党）

環
　

　

　

境

薬物乱用防止を啓発するポスター

平成 19 年に策定された人権施策基本方針

薬
物
乱
用
防
止
につ

い
て

田村　繁已
（公明党）

経営体制の検討が必要な鳥取環境大学

鳥
取
環
境
大
学
につ

い
て

上杉　栄一
（こう風）

教
　

　

　

育

問　

定
員
割
れ
が
続
く
鳥
取
環

境
大
学
に
つ
い
て
、
市
と
県
と

の
共
同
の
公
立
大
学
化
や
鳥
取

大
学
と
の
統
合
も
選
択
肢
に
入

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を

伺
う
。

答
（
市
長
）
鳥
取
環
境
大
学
改

革
検
討
委
員
会
で
は
、
公
立
大

学
化
を
含
め
た
大
学
の
設
置
形

問答

問　

本
市
の
覚
せ
い
剤
等
薬
物

乱
用
の
実
態
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
薬
物
使
用
に
対
す
る
認
識
、

そ
し
て
そ
の
防
止
策
に
つ
い
て

伺
う
。

答
（
市
長
）
薬
物
乱
用
問
題
は
、

危
機
感
を
も
っ
て
対
応
す
べ
き

問答

問　

可
燃
物
処
理
施
設
建
設
問

題
に
つ
い
て
、
一
ヵ
所
で
も
反

対
の
集
落
が
あ
れ
ば
可
燃
物
処

理
施
設
を
建
設
す
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
る
が
地
元
意
見
に
つ

い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

問

答
（
市
長
）
可
燃
物
処
理
施
設

建
設
に
つ
い
て
、
十
分
な
専
門

家
の
意
見
や
、
コ
ン
サ
ル
に
適

地
の
再
検
討
を
し
て
も
ら
っ
た

結
果
、
候
補
地
と
し
て
は
、
国

英
地
区
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
必
要
な
調
査

を
行
っ
た
上
で
、
改
め
て
住
民

の
方
の
同
意
を
得
な
が
ら
実
現

に
こ
ぎ
つ
け
た
い
と
考
え
て
お

り
、
１
市
４
町
す
べ
て
に
か
か

わ
る
重
大
な
課
題
で
あ
る
。
中

止
や
代
替
案
に
つ
い
て
の
考
え

は
一
切
持
っ
て
い
な
い
。

答

態
の
あ
り
方
に
つ
い
て
12
月
を

め
ど
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に

し
て
お
り
、
市
と
し
て
も
公
立

大
学
法
人
化
を
目
指
し
て
積
極

的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

鳥
取
大
学
と
の
統
合
は
、
制

度
的
に
は
可
能
で
あ
る
が
、
一

旦
環
境
大
学
を
廃
止
し
、
そ
の

資
産
を
国
立
大
学
法
人
に
譲
渡

す
る
こ
と
に
な
り
、
県
民
市
民

の
理
解
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か

と
い
う
問
題
が
あ
ろ
う
。

答
（
市
長
）
市
民
間
の
人
権
意

識
や
お
互
い
の
立
場
に
対
す
る

正
し
い
理
解
を
高
め
る
こ
と
は

答

必
要
だ
。
今
後
も
広

く
人
権
に
係
る
啓
発

や
在
日
の
方
々
と
の

交
流
の
促
進
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　

永
住
外
国
人
の

方
々
の
意
見
も
、
市

政
に
反
映
さ
せ
る
の

が
適
当
と
認
識
し
て

い
る
が
、
地
方
参
政

権
に
つ
い
て
は
、
国

政
レ
ベ
ル
で
十
分
に

議
論
を
重
ね
、
法
律

重
大
な
問
題
で

あ
り
、「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。」

の
普
及
運
動
を

は
じ
め
、
市
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
啓
発

も
実
施
す
る
な

ど
、
薬
物
乱
用

防
止
に
一
層
強

力
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

（
教
育
長
）
小
・

中
学
校
で
は
、

体
育
や
保
健
体
育
な
ど
で
薬
物

乱
用
防
止
の
授
業
を
行
っ
て
い

る
。し
か
し
、

一
番
肝
心
な

の
は
家
庭
教

育
で
あ
り
、

地
域
・
社
会

全
体
で
薬
物

乱
用
防
止
の

機
運
を
盛
り

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

の
あ
り
方
を
定
め
る
こ
と
が
必

要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

平
成
20
年
度
財
政
指
標

　

決
算
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
将
来
の
財
政
運
営
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
委
員
会
内
に
分
科
会

を
設
け
、
総
括
質
疑
を
行
な
っ

た
上
、
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま

し
た
の
で
、
抜
粋
し
て
掲
載
し

ま
す
。

【
委
員
長
報
告
】

■
収
入
未
済
額
の
徴
収
体
制

　

各
会
計
と
も
、
多
額
の
収
入

未
済
額
を
抱
え
て
い
る
が
、
今

後
の
徴
収
率
向
上
に
つ
い
て

は
、
滞
納
整
理
室
の
持
つ
ノ
ウ

ハ
ウ
を
、
徴
収
業
務
に
携
わ

る
職
員
が
有
効
に
活
用
し
、　

個
々
の
徴
収
ス
キ
ル
を
上
げ
て

い
く
よ
う
な
取
り
組
み
が
重
要

で
あ
る
。
推
進
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
、
積
極
的
な
取
り
組
み

を
検
討
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
。

不
納
欠
損
に
つ
い
て
滞
納
整
理

等
に
最
大
限
の
努
力
を
払
わ
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
合
併
地
域
関
連
事
業

　

過
疎
化
、
高
齢
化
等
深
刻
な

課
題
を
抱
え
る
合
併
地
域
の
活

性
化
の
た
め
、
振
興
事
業
の
強

化
を
図
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
総

合
支
所
長
の
権
限
の
強
化
、
並

び
に
政
策
反
映
の
た
め
の
財
源

を
確
保
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
。

■
生
活
保
護
行
政

　

業
務
量
に
見
合
っ
た
適
正
な

職
員
配
置
を
行
っ
て
い
た
だ

　
平
成
20
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
、
ま
た
公
営

企
業
ご
と
の
資
金
不
足
比
率
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
自
治
体
の
破
綻
を
防
ぐ
た

め
、
毎
年
度
、
地
方
公
共
団
体

は
次
の
４
つ
の
健
全
化
判
断
比

率
を
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し

て
お
り
ま
す
。

決算審査特別委員会の構成と審査対象
委員長　谷　口　輝　男　　　副委員長　入　江　順　子

総務企画分科会 福祉保健分科会 文教経済分科会 建設水道分科会

下　村　佳　弘
長　坂　則　翁
児　島　　　良
川　瀬　滋　子
角　谷　敏　男
田　村　繁　已
上　紙　光　春
上　杉　栄　一
高　見　則　夫

房　安　　　光
谷　口　秀　夫
伊　藤　幾　子
中　村　晴　通
秋　山　智　博
中　島　規　夫
谷　口　輝　男
上　田　孝　春
𠮷　田　博　幸

桑　田　達　也
西　田　正　人
森　田　紘一郎
中　西　照　典
武　田　えみ子
両　川　洋　々
入　江　順　子
福　田　泰　昌

寺　垣　健　二
金　谷　洋　治
河　根　裕　二
有　松　数　紀
岡　田　浩四郎
森　本　正　行
村　口　英　子
橋　尾　泰　博
松　本　信　光

各会計の所管部分 各会計の所管部分
・病院事業 各会計の所管部分

各会計の所管部分
・水道事業・工業
用水道事業

※議会選出の監査委員（湯口　史章）は除く。

平成 21年９月鳥取市議会定例会附議案議決結果（決算）
区
分

議案
番号 案　　件　　名 議決

結果

決
算
(4)

123 平成 20 年度鳥取市歳入歳出各会計決算認定について 認定

124 平成 20 年度鳥取市水道事業決算認定について 認定

125 平成 20 年度鳥取市工業用水道事業決算認定について 認定

126 平成 20 年度鳥取市病院事業決算認定について 認定

〔本会議〕  

〔本会議〕  

決算審査特別委員会の流れ

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決算審査特別委員会の設置  

４分科会を設置

決算審査特別委員会
委員長報告・討論・採決

監　査　意　見
監査意見に対する質疑

総　括　質　疑

分科会　議案説明・審査

分科会長報告・討論・採決

財政指標の対象会計範囲

普通会計
（一般会計と一部の

特別会計）

公営事業　　
公営企業会計

（水道・病院・下水道・
国保など）

一部事務組合・
広域連合
（消防など）

地方公社など
（土地開発公社など）

実
質
赤
字
比
率

資
金
不
足
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

実

質

公

債

費

比

率
　

　

将

来

負

担

比

率

　

さ
せ
る
も
の
で
あ
り
執
行
部
に

は
、
猛
省
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

■
事
業
の
評
価

　

重
点
施
策
に
つ
い
て
は
、
予

算
執
行
に
お
け
る
費
用
対
効

果
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
や
、

次
年
度
に
お
け
る
業
務
改
善
に

役
立
て
る
た
め
に
も
、
も
う
一

歩
踏
み
込
ん
だ
事
業
の
評
価
を

行
い
、
事
業
効
果
の
さ
ら
な
る

検
証
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

き
、
保
護
世
帯
の
自
立
を

支
援
す
る
よ
う
な
生
活
保

護
行
政
を
し
っ
か
り
と
実

施
さ
れ
る
よ
う
望
む
。

■
片
原
貯
留
管
築
造
工
事

に
代
表
さ
れ
る
議
会
に
対

す
る
説
明
責
任

　

問
題
発
生
後
、
速
や
か

に
議
会
に
適
切
な
報
告
・

説
明
等
が
な
さ
れ
ず
、
執

行
部
へ
の
不
信
感
を
生
じ
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9月定例会で審査された
請願・陳情

教
育
委
員
会
委
員
〈
同
意
〉

・
岡
田　

信
俊
（
再
任
）

公
平
委
員
会
委
員
〈
同
意
〉

・
藤
縄　

匡
伸
（
新
任
）

人
権
擁
護
委
員
〈
推
薦
〉

・
中
嶋　

武
士
（
再
任
）

・
山
根
た
か
子
（
再
任
）

・
大
和
谷　

朝
（
新
任
）

・
渡
部　

正
美
（
新
任
）

　

人　
　

事　
（
敬
称
略
）

請　願
《継続審査》
・鳥取市の観光振興に関する請願
（理由）継続して調査研究をする必要があるため。

陳　情
《採択となったもの》
・気候保護法制定についての意見書提出を求める
陳情
（理由）趣旨が妥当であると認められるため。

《不採択となったもの》
・業務委託の要望についての陳情
（理由）本市と岩美町との協定に基づいた業務で
あり、本件は岩美町が判断し解決されるべき問
題である。

《継続審査》
・老人クラブ活性化に関する陳情
（理由）さらに調査研究が必要と認められるため。
・2010年度国家予算編成において、教育予算拡充
を求める意見書提出を求める陳情
（理由）継続して調査研究をする必要があるため。

《取り下げ承認》
・鳥取クレー射撃場の開場についての陳情 (他同
様の趣旨の陳情１件 )

「
遊
休
財
産
（
建
物
）
の
活
用

に
つ
い
て
の
調
査
研
究
に
つ
い

て
の
報
告
」

　

本
市
に
は
、
行
政
目
的
が
な

く
な
っ
た
未
利
用
財
産
に
つ
い

て
、
広
く
市
民
の
皆
様
に
情
報

を
公
開
し
、
貴
重
な
財
産
の
適

正
管
理
と
、
公
平
・
公
正
で
透

明
性
の
あ
る
利
活
用
を
目
的
と

し
て
定
め
た
「
鳥
取
市
未
利
用

財
産
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
方

針
」
が
、
平
成
19
年
３
月
に
策

定
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
本
方
針
が
有
効
に
機

能
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

　

執
行
部
に
お
い
て
は
、再
度
、

本
方
針
に
つ
い
て
庁
内
へ
の
周

知
を
徹
底
し
、
全
庁
的
な
情
報

共
有
を
行
う
と
と
も
に
、
広
く

情
報
を
市
民
に
提
供
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
結
果
、
利
活
用
で
き
る

施
設
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
補

修
等
を
行
い
、
適
切
に
利
活
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
が
で
き
な
い
施
設

に
つ
い
て
は
、
安
全
性
や
環
境

配
慮
等
の
観
点
か
ら
放
置
す
る

こ
と
な
く
解
体
・
撤
去
等
を
行

う
な
ど
、
本
方
針
が
有
効
に
機

能
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

中間
報告
(抜粋)

健全化判断比率に基づく鳥取市の数値（％）
指　標 鳥 取 市 早期健全化基準（注1） 財政再生基準（注2）

実質赤字比率 ――
（△ 2.31） 11.25 20.00

連結実質赤字比率 ――
( △ 11.79) 16.25 40.00

実質公債費比率 17.8 25.0 35.0

将来負担比率 162.0 350.0 （適用しない）

△は、比率が黒字であることを示すものです。

資金不足比率に基づく各特別会計の数値（％）

特別会計 資本不足比率
（％）

資金不足額
（千円）

事業規模
（千円）

鳥取市水道事業会計 －
(84.4) 2,443,117 2,894,320

鳥取市工業用水道事業会
計

－
(146.1) 32,047 21,942

鳥取市病院事業会計 －
(31.8) 1,897,567 5,972,733

鳥取市下水道事業費特別
会計

－
(1.8) 56,514 3,134,647

鳥取市簡易水道事業費特
別会計

－
(2.1) 5,902 286,725

鳥取市公設卸売市場事業
費特別会計

－
(0.8) 358 46,520

鳥取市集落排水事業特別
会計

－
(1.2) 5,128 428,165

鳥取市温泉事業費特別会
計

－
(0) 0 59,815

鳥取市観光施設運営事業
費特別会計

－
(0) 0 196,467

平成 20 年度決算において、鳥取市の指標は全て早期健全化基準を下回ってい
ます（いずれも黒字決算となっています）。

■
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
を
対
象
と
し

た
実
質
赤
字
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率

■
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率

■
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る

借
入
金
に
係
る
返
済
金
な
ど
の

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

■
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負
担
す

べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
比
率

■
資
金
不
足
比
率

　

各
公
営
企
業
の
資
金
不
足
額

の
事
業
規
模
に
対
す
る
比
率

　

こ
の
指
標
に
よ
り
、
自
治
体

だ
け
で
な
く
、
水
道
・
病
院
の

地
方
公
営
企
業
や
公
社
も
評
価

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

語
句
説
明

（
注
1
）
早
期
健
全
化
基
準 

と
は

地
方
公
共
団
体
が
、
財
政
収
支
が
不

均
衡
な
状
況
そ
の
他
の
財
政
状
況
が

悪
化
し
た
状
況
に
お
い
て
、
自
主
的

か
つ
計
画
的
に
そ
の
財
政
の
健
全
化

を
図
る
べ
き
基
準
と
し
て
、
実
質
赤

字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実

質
公
債
費
比
率
及
び
将
来
負
担
比
率

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た

数
値
で
す
。

（
注
2
）
財
政
再
生
基
準
と
は

　

地
方
公
共
団
体
が
、
財
政
収
支
の

著
し
い
不
均
衡
そ
の
他
の
財
政
状
況

の
著
し
い
悪
化
に
よ
り
自
主
的
な
財

政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
が
困
難
な

状
況
に
お
い
て
、
計
画
的
に
そ
の
財

政
の
健
全
化
を
図
る
べ
き
基
準
と
し

て
、
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤

字
比
率
及
び
実
質
公
債
費
比
率
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
早
期
健
全
化
基

準
を
超
え
る
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ

た
数
値
で
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
指
標
の

う
ち
、
い
ず
れ
か
一
つ
が
早
期

健
全
化
基
準
を
超
え
れ
ば
黄
信

号
で
あ
る「
早
期
健
全
化
団
体
」

と
な
り
、
財
政
再
生
基
準
を
一

つ
で
も
超
え
れ
ば
国
の
管
理
下

に
置
か
れ
る「
財
政
再
生
団
体
」

と
な
り
ま
す
。
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平成 21年９月鳥取市議会定例会附議案等議決結果（予算・条例・その他）

編集委員会からのお知らせ
　市民に親しまれる市議会だよりの一環とし
て、市議会だよりの表紙写真を募集します。
題材は、「市民の暮らし(冬)」です。詳しくは、
鳥取市議会のホームページ
（http://www.city. tottori.lg.jp/ より）をご覧に
なるか、事務局にお問い合わせください。

●環境標語：もったいない　そこからはじまる　エコライフ

12
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

12
月
４
日（
金
）　

開
会
・
提
案
説
明

　
　

５
日（
土
）　

休　

会

　
　

６
日（
日
）　

休　

会

　
　

７
日（
月
）　

休
会（
議
案
調
査
）

　
　

８
日（
火
）　

一
般
質
問

　
　

９
日（
水
）　

一
般
質
問

　
　

10
日（
木
）　

委
員
会

　
　

11
日（
金
）　

委
員
会

　
　

12
日（
土
）　

休　

会

　
　

13
日（
日
）　

休　

会

　
　

14
日（
月
）　

一
般
質
問

　
　

15
日（
火
）　

一
般
質
問

　
　

16
日（
水
）　

一
般
質
問
・
質
疑

　
　

17
日（
木
）　

委
員
会

　
　

18
日（
金
）　

委
員
会

　
　

19
日（
土
）　

休　

会

　
　

20
日（
日
）　

休　

会

　
　

21
日（
月
）　

委
員
会

　
　

22
日（
火
）　

討
論
・
採
決
・
閉
会

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。

古紙配合率 100%再生紙を使用しています
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発
行
日
／
平
成
21
年
（
2009

年
）
11
月
1
日
　
編
集
発
行
／
鳥
取
市
議
会
　
　
　
　
　
　
　
〒
680-8571　

鳥
取
市
尚
徳
町
116
番
地
　
☎（
0857）20-3343　

FAX 20-3049

区分 議案番号 件　　名　　と　　概　　要 議決結果

予 算
(12 件 )

111 平成 21 年度鳥取市一般会計補正予算（第 4号）（補正前　85,886,943 千円　補正額　1,619,702 千円　補正後　87,506,645 千円） 原案可決
112 平成 21 年度鳥取市下水道事業費特別会計補正予算（第 2号）（補正前　10,853,635 千円　補正額　▲ 200 千円　補正後　10,853,435 千円） 原案可決
113 平成 21 年度鳥取市簡易水道事業費特別会計補正予算（第 2号）（補正前　699,195 千円　補正額　▲ 19,713 千円　補正後　679,482 千円） 原案可決
114 平成 21 年度鳥取市駐車場事業費特別会計補正予算（第 1号）（補正前　39,253 千円　補正額　▲ 371 千円　補正後　38,882 千円） 原案可決
115 平成 21 年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第 2号）（補正前　17,567,261 千円　補正額　9,720 千円　補正後　17,576,981 千円） 原案可決
116 平成 21 年度鳥取市老人保健費特別会計補正予算（第 1号）（補正前　62,548 千円　補正額　41,157 千円　補正後　103,705 千円） 原案可決
117 平成 21 年度鳥取市集落排水事業費特別会計補正予算（第 1号）（補正前　3,098,359 千円　補正額　4,200 千円　補正後　3,102,559 千円） 原案可決
118 平成 21 年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第 1号）（補正前　13,279,193 千円　補正額　341,593 千円　補正後　13,620,786 千円） 原案可決
119 平成 21 年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計補正予算（第 1号）（補正前　69,396 千円　補正額　784 千円　補正後　70,180 千円） 原案可決
120 平成 21 年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計補正予算（第 1号）（補正前　1,825,394 千円　補正額　1,327 千円　補正後　1,826,721 千円） 原案可決
121 平成 21 年度鳥取市水道事業会計補正予算（第 1号）（補正前　6,321,962 千円　補正額　25,350 千円　補正後　6,347,312 千円） 原案可決
122 平成 21 年度鳥取市病院事業会計補正予算（第 2号）（補正前　9,192,656 千円　補正額　150,039 千円　補正後　9,342,695 千円） 原案可決

条 例
(7 件 )

127 議会の議決すべき事件に関する条例の制定について
（定住自立圏形成協定締結のため、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 96 条第 2項の規定に基づき、議会の議決すべき事件を定めるもの） 原案可決

128 鳥取市集会所の設置及び管理に関する条例の一部改正について
（鳥取市鹿野町河内下条集会所を地元町内会に譲渡するため廃止するもの） 原案可決

129 鳥取市国民健康保険条例の一部改正について
（平成21年 10月から平成23年 3月までの間の出産に係る出産育児一時金の額の改定及び地方税法の一部改正に伴う引用条文等の整理を行うもの）原案可決

130 鳥取市鳥取砂丘情報館の設置及び管理に関する条例の一部改正について
（砂の美術館観覧料について、公開制作観覧料（展示物の制作の状況を公開している場合の観覧料）を廃止するとともに、観覧料を変更するもの） 原案可決

131 鳥取市手数料条例の一部改正について
（土壌汚染対策法の一部改正に伴い、汚染土壌処理業の許可等の申請に係る手数料を定めるもの） 原案可決

132 鳥取市歴史民俗資料館の設置及び管理に関する条例の一部改正について
（鳥取砂丘における観光ガイド及び山陰海岸ジオパーク推進の拠点となる事務所として整備転用を行うため、鳥取市福部歴史資料館を廃止するもの）原案可決

133 鳥取市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について
（病理診断科及び臨床検査科を新設するとともに、循環器科を循環器内科に変更するもの） 原案可決

その他
(9 件 )

134 鳥取市名誉市民の決定について
（鳥取市名誉市民に関する条例第 2条により議会の議決を得るもの） 原案可決

135 特別功労表彰の決定について
（鳥取市表彰条例第 7条第 2項により議会の議決を得るもの） 原案可決

136
鳥取市営駐車場の指定管理者の指定の変更について
（鳥取市営片原駐車場は指定管理者制度に基づき、指定管理者（財団法人鳥取開発公社）として指定する期間を平成 21 年 4月 1日から平成 24 年 3
月 31 日までとしているが、築 35 年を経過し老朽化の進んでいる当駐車場の再整備を行うこととなったため、指定期間を平成 21 年 4月 1日から
平成 21 年 10 月 31 日に変更するもの）

原案可決

137 財産の取得について（庁内 LAN用端末機　355 台更新　取得金額　49,665,000 円　取得の相手方　株式会社愛進堂） 原案可決
138 財産の取得について（小型除雪機（20 馬力級）31 台購入　取得金額　34,177,500 円　取得の相手方　三協建機株式会社） 原案可決
139 財産の取得について（ロータリー除雪車 1台更新　取得金額　20,569,500 円　取得の相手方　三洋重機株式会社） 原案可決
140 財産の取得について（消防ポンプ自動車 2台更新　取得金額　33,936,000 円　取得の相手方　株式会社吉谷機械製作所） 原案可決
141 財産の無償譲渡について（鳥取市鹿野町河内下条集会所を地元町内会に譲渡するもの） 原案可決
142 工事請負契約の変更について（都市計画事業（合流改善）片原貯留管築造工事請負契約を変更するもの） 原案可決

人事
(3 件 )

143 鳥取市教育委員会委員の任命について
（委員 1名の任期満了に伴い、教育委員（1名）の任命を行うもの　　岡田信俊（再任）） 同　　意

144 鳥取市公平委員会委員の選任について
（委員 1名の任期満了に伴い、公平委員（1名）の選任を行うもの　　藤縄匡伸（新任）） 同　　意

145
人権擁護委員候補者の推薦について
（人権擁護委員の任期満了に伴い、後任 4名を法務大臣に推薦するにあたり、議会の同意を得るもの
大和谷朝（新任）、渡部正美（新任）、中嶋武士（再任）、山根たか子（再任））

同　　意

報告
(6 件 )

11 専決処分事項の報告について（鳥取市特別医療費助成条例の一部改正について） 報　　告

12
専決処分事項の報告について
（平成 21 年 6月 15 日、鳥取市円護寺墓地内において、同墓地の管理人が除草作業中に側溝に足を取られて転倒し、刈込機で相手方の墓石の中台
を破損した物損事故の損害賠償の額及び和解について報告するもの）

報　　告

13
専決処分事項の報告について
（平成 21 年 6月 21 日、用瀬町美成地内の市道余井 1号線における相手方車両がグレーチングを踏んだことによる反動で、グレーチングが跳ね上
がり相手方車両の下部を破損した物損事故の損害賠償の額及び和解について報告するもの）

報　　告

14
専決処分事項の報告について
（平成 21 年 5月 7日、公用車が道路パトロール業務で県道用瀬停車場線を走行中、用瀬駅方面から一時停止をしないで進入してきた相手方車両と
接触した物損事故の損害賠償の額及び和解について報告するもの）

報　　告

15 平成 20 年度決算に基づく健全化判断比率について
（地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 3条第 1項の規定により、平成 20 年度の決算に基づく健全化判断比率を報告するもの。） 報　　告

16 平成 20 年度決算に基づく資金不足比率について
（地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 22 条第 1項の規定により、平成 20 年度の決算に基づく資金不足比率を報告するもの。） 報　　告

委 員 会
提 出
（1件）

1 気候保護法（仮称）の制定に関する意見書の提出について 原案可決

議員提出
（1件） 8 決算審査特別委員会の設置について 原案可決


